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１． はじめに 水資源開発は,世界中で古代より常に

実施され発展して来た.例えば,ローマ水道の建設等が

代表例として挙げられる.そして近年,水資源に対する

全世界共通の認識が必要とさえ言われ,2003 年 3 月に

は京都で世界水フォーラムが開催される予定である. 

殊にイベリア半島とオーストラリア大陸の河川は,流

域内に乾燥地帯と湿潤地帯を隣接して持つという特異

な形態を持ち,水資源の確保に強い関心を示している.

本稿では,水資源計画の視点から,これらの国の主要河

川を比較考察する. 

２．イベリア半島の自然条件 

1) 地形 この正方形
の半島の特徴は,内陸

の大高原と東西に走る

一連の山脈である.大

高原は,メセタと呼ば

れ半島中央に位置，平

均高度 600～10 00m

のテーブル状台地から

成る．この高原は,国境付近で崖を成し峡谷を生み両国

の国土条件に変化を与えている.高原を囲む様にイベ

リア山脈があり,セントラル山地が,高原を南北に分断,

北部にピレネー,カンタブリカ山脈,南部にシエラモレ

ナ山脈が東西に走る.                           

2) 気候・気象 メセタが半島中央から東部に位置し,
山脈が海岸線と平行に三方

から囲む為,地中海の暖か

く湿った風や,大西洋の湿

った風を遮り,スペイン国

土を乾燥させ年間平均降水

量 500mm とする.半島西部

は河川が西流し渓谷を造り,

山脈もそれに沿う為,涼し

い湿った大西洋気流が内陸

深く流れ込み降雨をもたら

し ,年間平均降水量 14 

00mm の湿潤気候とする.気

候学者ブリューヌは,年間

降水量 600mm 地点を結ぶ線

を引き,渇いた｢イベリア」と｢湿ったイベリア｣を区分

した.それによると,｢湿ったイベリア｣は,スペイン全

土の約 1/3 を占め,ポルトガル全土の約 3/4 を占める. 

3) 河川 メセタ全体が西に傾き,半島西部に大西洋岸

と平行する山脈がない為,半島の河川大部分が大西洋

方向に流入する.一定した豊富な水量が流れスペイン

の重要平野を持つグアダルキビル川,イベリア半島を

代表する最大河川であるタホ川,ドエロ川(タホ川:延

長 1007km,流域面積 81947km2ドエロ川:延長 910km,流

域面積 85997km2)がその代表例である.タホ・ドエロ両

河川は,乾燥地帯スペインから湿潤地帯ポルトガルへ

流れるという観点からも特異な河川であるといる. 

３．イベリア半島の水資源 

1) スペインの水資源開発 スペインは地形,気候的

に水が乏しく, ダム開発を水不足解決の為,古代より

行われて来

た が ,1900

年 以 降 灌

漑・都市用

水確保を主

目的とし水

資源開発に

力を入れ,現在ダ

ム総数 1187 箇所

を有する迄になっ

た.中でも 1940～

75 のフランコ統

治下では,図-1 の

ような急速な開発

が行われ国力回復

に貢献した.また 1960 年代後半,ダム技術の進展によ

り,蒸発軽減と多量水資源確保を目的とし,貯水容量

30 億 m3 前後の大容量,大水深を持つ巨大ダムが,両国

国境峡谷部に建設・竣工した. 

2) ポルトガルの水資源開発 水の豊かさを反映しポ

ルトガル水資源開発は,古くから行われたものではな

い.殊にダム開発は,1920 年より始まり 76 年までカル

モナ統治下で行われ増加の道を歩んできた.ポルトガ

ルダム開発は,開発初期より 80 年経過した現在でも竣

図１イベリア半島の地形概念図

図 3 気候区分図

図 2 年間降水量図 
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工ダムは

103 箇所

と,スペ

インに比

べ小規模

である.

また,水

資源開発の主目的

は,水力発電によ

る電源確保であり,

工業地帯の生産動

力に使用される.

ポルトガルは,現

在も水運が盛んで

ある為,河川利用

計画に舟運が掲げられており,ダム開発に措いても舟

運を重要視し,閘門を設けたダムが多い. 

４．オーストラリアの自然条件 

1)地形 面積 7741000km2オ

ーストラリア大陸は,大陸

東部を南北方向に走るグレ

ートディバイディング山脈

(以下大分水嶺山脈)と北部

を東西方向に連続する台地

や高原と中央部から西部に

広がる乾燥した盆地・砂漠

という特徴を持つ.山脈は,標高 1000～2000m の山から

なり,これに囲まれた盆地は平均高度 150m である. 

2)気候・気象 山脈が大陸東部に海岸線と平行に走り,

太平洋からの湿った偏東風を遮る為,東部に冬季降水

を齎す.年間平均降水量 1200～1800 mm に達するこの

地域は温暖湿潤気候である.更に中央部の盆地を乾燥

させ,年間平均降水量 500mm

～250mm 以下の大陸性気候及

び砂漠気候とする.また北部

は,赤道に近く,太平洋からの

湿った風を台地と高原が遮る

為,降雨を齎し年間平均降水

量 1800mm の亜熱帯気候とす

る. 

3) 河川 オーストラリア大陸

の河川は,地形･気候の特徴より二つに分類できる.一

つは大陸大部分を占める乾燥地域のワジであり,大陸

中央部や西部に多い.二つ目は大陸東部の河川で,大分

水嶺山脈に源を発し温暖地域を流れる河川である.そ

の代表例は,大陸最大の河川マレー川(延長 2560km,流

域面積 10720000km2)である.マレー川は,西岸海洋性気

候区の大分水嶺山脈スノウィーマウンテンに源を発し, 

平均高度 150m の大陸性気候区の中下流を西流し,イン

ド洋に流入する.この河川のへ降水は,冬季に集中し夏

季乾燥する事や,中流域で洪水氾濫し,尚且つ稲作経営

が行われている事から特異な河川であるといえる. 

５．オーストラリアの水資源開発 オーストラリアの

水資源確保は,入植以来最優先で実施された.その為入

植の多くが水の豊富な沿岸部で行われ,水の乏しい内

陸部の入植は常に水源を求めてきた.現在内陸部の水

源は,湖沼や降水,沿岸部からのパイプラインによる導

水である.マレー川流域も同様で, SNOWYMOUNTAIN-SCH 

EM と呼ばれる総合開発で東沿岸部より上流ダムに流

域変更し導水している.この導水と,冬季の降水をダム

で最大限貯留し,乾期の春夏季にかけ中下流域の灌漑

用水や発電に使用される.オーストラリアにおける水

資源開発は,連続したダム群を水源地山脈内に建設し,

発電は揚水発電を行う等, 蒸発率低減を図り,水量コ

ントロールを徹底的に行っている. 

６.タホ(テージョ)川,ドウロ川,マレー川における

水資源開発の比較 タホ(テージョ)川,ドウロ川,マ

レー川を比較すると,この三河川における共通点とし

て,流域内に乾燥地帯（スペイン領内タホ川･ドウロ川,

マレー川中下流部）と湿潤地域(ポルトガル領内テージ

ョ川・ドウロ川とマレー川上流部)が隣接し存在する事

が挙げられる.その為水資源開発において,国際河川か

否かの差はあるもののこれらの河川は,徹底的に水資

源をコントロールするシステムを構築している.例え

ばスペインにおける水分蒸発の低減の為の樹木伐採や

ダムの連結利用,オーストラリアにおける冬季の降雨

をダム貯留し夏季に使用する計画等が挙げられる. 

以上の様に,流域内に乾燥地域と湿潤地域が隣接す

る河川の宿命として,水資源確保の最有効地点にダム

等の貯留施設を建設し,徹底した水資源のコントロー

ルシステムを構築する事が最も必要であると言える. 
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